
進
む
南
西
諸
島･

先
島
諸
島
の｢

要
塞
化｣

｢

台
湾
有
事｣

へ
の
備
え･

島
嶼
防
衛
力

強
化
と
し
て
、
南
西
諸
島･

先
島
諸
島
で

は
部
隊
の
新
設･

転
入
、
基
地
の
新
設
な

ど
自
衛
隊
の
強
化
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
23
年
６
月
、
航
空
自
衛
隊
は
北
朝

鮮
の
ミ
サ
イ
ル
に
備
え
と
し
て
、
石
垣

島
の
基
地
が
建
設
中
で
あ
る
こ
と
を
理

由
に
石
垣
港｢
南
ぬ
浜
町
新
港
地
区｣

に

｢

Ｐ
Ａ
Ｃ
︱
３｣
を
展
開
し
ま
し
た
（
９

月
に
基
地
内
に
移
動
）
。
こ
の
地
区
は

旅
客
船
タ
ー
ミ
ナ
ル
や
マ
リ
ー
ナ
、
人

工
ビ
ー
チ
、
石
油
・
ガ
ス
関
連
施
設
の

集
約
地
、
物
流
拠
点
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
機
能
を
有
し
、
自
衛
隊
誘
致
に
賛
成

し
た
住
民
で
さ
え
、
生
活
や
安
全
へ
の

影
響
を
不
安
を
感
じ
た
と
い
い
ま
す
。

戦
時
利
用
に
合
わ
せ
た
イ
ン
フ
ラ
整
備

22
年
12
月
に
決
定
さ
れ
た｢

安
保
３
文

書
（
国
家
安
全
保
障
戦
略
、
防
衛
計
画

の
大
綱
、
中

期
防
衛
力
整

備
計
画
）｣

に

基
づ
き
、
軍

事
利
用
に
適

し
た
空
港･

港

湾
を｢

特
定
利

用
空
港･

港
湾｣

に
指
定
し
、

改
修･

整
備
を

始
め
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。｢

特
定
利
用

空
港
・
港
湾｣

の
候
補
地
は
九
州
が
多
く
、

北
九
州
空
港
も
入
っ
て
い
ま
す
。

１
月
29
日
に｢

日
本
平
和
委
員
会｣

が

政
府
（
国
家
安
全
保
障
局
、
防
衛･

外
務

･

国
土
交
通
省
）
と
交
渉
を
行
い
、
計
画

の
中
止
を
求
め
ま
し
た
。
政
府
側
は
、

｢

（
計
画
は
）
あ
く
ま
で
も
民
生
利
用
を

主
と
し
つ
つ
、
あ
わ
せ
て
自
衛
隊
な
ど

の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
改
修
・
整
備
を
行

う
も
の｣｢

戦
時
に
優
先
利
用
す
る
と
は

一
概
に
は
言
え
な
い｣

等
と
述
べ
ま
し
た

が
、｢

特
定
利
用
空
港･

港
湾｣

が｢

平
素

か
ら
訓
練
で
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

有
事
の
際
に
空
港
・
港
湾
を
円
滑
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
た
め｣

だ
と
も
認

め
ま
し
た
。
そ
し
て｢

自
治
体
が
拒
否
す

れ
ば
指
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い｣

と
明

言
し
ま
し
た
。

ま
ず
は｢

有
事｣

を
招
か
な
い
外
交
努
力

ま
た
、
政
府
が｢

国
民
保
護
法｣

に
基

づ
き
検
討
中
の
先
島
諸
島
か
ら
九
州
各

県
と
山
口
県
に
約
12
万
人
を
避
難
さ
せ

る
計
画
が
あ
り
ま
す
。
今
後
、
各
県
と

協
議
を
進
め
て
移
動
手
段
や
県
別
の
避

難
人
数
を
確
認
し
、
24
年
度
中
の
決
定

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
計
画
は
必
要
な

の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
ま
ず
は｢

有
事｣

を
招
か
な
い
た
め
の
外
交
努
力
が
必
要

で
す
。
ま
た
、
私
た
ち
も
常
に
情
報
に

敏
感
に
な
っ
て
お
き
た
い
も
の
で
す
。
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民
生
施
設
を
自
衛
隊
等
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
改
修･

整
備

航
空
自
衛
隊
は
２
月
28
日
、
地
対
空
ミ
サ
イ
ル
「
Ｐ
Ａ
Ｃ
︱
３
」
の
展

開
訓
練
を
福
岡
市
東
区
の｢

海
の
中
道
海
浜
公
園｣

で
行
い
ま
し
た
。
空
自

に
よ
る
と
、
自
衛
隊
や
米
軍
関
連
施
設
以
外
で
実
施
す
る
の
は
全
国
８
例

目
で
、
福
岡
県
内
で
は
初
と
い
い
ま
す
。

戦争を放棄した国で着実に進む戦争への備え

小
倉
造
兵
廠
①

（
小
倉
北
区
）

１
９
２
３
年
の
関
東
大

震
災
に
よ
り｢

東
京
砲
兵
工

廠｣

の
小
石
川
地
区
は
壊
滅

し
ま
し
た
。
陸
軍
は
復
旧

よ
り
新
築
移
転
の
方
が
経

済
的
と
判
断
し
、
広
島
以

西
を
移
転
先
と
し
て
検
討

し
ま
し
た
。

小
倉
市
は
工
廠
誘
致
を

工
業
発
展
の
契
機
と
捉
え
、

24
年
に
市
長
、
市
議
会
議

長
、
商
工
会
長
、
板
櫃
町

長
、
足
立
村
長
の
連
名
で

衆
議
院
に｢

小
倉
兵
器
製
造

所｣

を
拡
張
し
新
工
廠
と
す

る
よ
う
請
願
書
を
提
出
し

ま
し
た
。
ま
た
小
倉
出
身

の
奥
保
鞏
（
お
く
や
す
か

た
）
元
帥
陸
軍
大
将
、
杉

山
元
（
す
ぎ
や
ま
げ
ん
／

は
じ
め
）
陸
軍
中
将
に
働

き
か
け
を
行
い
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
活
動
に
よ
り
、

一
時
は
広
島
移
転
が
決
ま

り
か
け
て
い
た
も
の
を
覆

す
こ
と
に
成
功
し
ま
し
た
。

跡
地
に
は
、｢

後
楽
園
ス

タ
ヂ
ア
ム
（
現
東
京
ド
ー

ム
）｣

（
37
年
）
、
遊
園
地

（
55
年
）
等
が
設
置
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
敷
地
内
で

保
存
さ
れ
て
い
た
水
戸
藩

邸
の
庭
園
は
国
の
文
化
財

（
特
別
史
跡･

特
別
名
勝
）

に
指
定
さ
れ
都
立｢

小
石
川

後
楽
園｣

と
し
て
現
在
に
至

り
ま
す
。

北
九
州
の
戦
争
遺
跡

空港 港湾

北海道 釧路空港
留萌港･釧路港･室蘭港･
苫小牧港･石狩湾新港

福井 ― 敦賀港

香川 ― 高松港

高知 高知空港 高知港･宿毛湾港･須崎港

福岡 北九州空港 博多港

長崎 長崎空港･福江空港 ―

熊本 熊本空港 熊本港･八代港

宮崎 宮崎空港 ―

鹿児島 鹿児島空港･徳之島空港
鹿児島港･志布志港･川内港･
名瀬港･西之表港･和泊港

沖縄

与那国空港･新石垣空港･
波照間空港･宮古空港･
下地島空港･那覇空港･
久米島空港

与那国新港･石垣港･平良港･
那覇港･中城湾港

｢特定利用空港･港湾｣候補地
日本平和新聞2343号（日本平和委員会2024年）の表をもとに作成



私
は
２
月
15
日
か
ら
能
登
半
島
地

震
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
た
め
金
沢
で

高
齢
者
施
設
で
の
活
動
を
行
っ
た
。

県
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
が
行

う
被
災
地
訪
問
支
援
は
、
抽
選
制
で

10
倍
の
狭
き
門
。
こ
れ
ま
で
い
ず
れ

も
外
れ
て
い
た
。

そ
ん
な
矢
先
、｢

抱
樸｣

奥
田
さ
ん

の
のYouTube

視
聴
で
、｢

共
生
地

域
創
造
財
団｣

が
、
被
災
地
で
支
援

活
動
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、

急
遽
連
絡
を
取
り
、
二
日
後
の
輪
島

市
へ
の
炊
き
出
し
に
参
加
で
き
る
こ

と
に
な
っ
た
。

集
合
は
４
時
45
分
。
輪
島
市
に
近

づ
く
に
つ
れ
倒
壊
家
屋
が
車
窓
か
ら

見
え
て
き
た
。
途
中
道
路
の
補
修
個

所
は
数
え
ら
れ
な
い
ほ
ど
だ
っ
た
。

約
２
時
間
か
け
て
輪
島
市
の
諸
岡
公

民
館
に
着
い
た
。

調
理
室
に
入
っ
た
。
そ
こ
に
は
地

元
の
方
が
朝
ご
飯
を
食
べ
て
い
た
よ

う
だ
っ
た
。
い
っ
た
ん
テ
ン
ト
に
戻

る
と｢

ま
だ
時
間
は
あ
る
で
し
ょ
う
、

こ
っ
ち
に
も
生
活
が
あ
る
ん
で
、
今

は
調
理
室
に
入
る
の
は
や
め
て
い
た

だ
き
た
い
、
テ
ン
ト
の
中
も…

」
と

言
わ
れ
た
。
長
い
避
難
生
活
で
自
分

た
ち
の
時
間
よ
り
支
援
の
た
め
の
活

動
を
優
先
し
て
い
て
は
そ
れ
が
か
え
っ

て
ス
ト
レ
ス
に
な
る
、
と
い
う
こ
と

だ
ろ
う
。
支
援
と
は
そ
こ
に
い
る
方
々

が
何
を
望
ん
で
い
る
の
か
、
必
要
と

要
求
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
改
め

て
実
感
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

昼
食
の
完
成
は
11
時
40
分
。
ま
ず

小
学
校
か
ら
市
の
職
員
の
方
が
50
食

の
受
け
取
り
、
次
は
洗
濯
用
の
水
な

ど
の
タ
ン
ク
を
い
れ
か
え
に
来
て
い

た
作
業
員
の
方
々
、
そ
の
後
避
難
所

や
自
宅
か
ら
多
く
の
方
々
が
取
り
に

来
た
。
終
了
。
断
水
中
な
の
で
基
本

持
ち
帰
る
の
だ
が
、
借
り
た
釜
を
返

す
た
め
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
注

ぎ
、
捨
て
て
は
ペ
ー
パ
ー
タ
オ
ル
で

ふ
き
取
っ
て
い
っ
た
。
断
水
で
な
け

れ
ば
こ
ん
な
に
手
こ
ず
る
こ
と
は
な

い
だ
ろ
う
。
発
災
か
ら
２
ヶ
月
。
こ

こ
で
の
日
々
の
生
活
が
い
か
に
容
易

で
な
い
こ
と
を
改
め
て
実
感
す
る
こ

と
と
な
っ
た
。

３
・
７
中
央
行
動
（
３
／
７
）

３
月
７
日
（
木
）
２
４
春
闘
勝
利
！

３
・
７
中
央
行
動
（
主
催
：
国
民
春

闘
共
闘
、
全
労
連
、
全
国
食
健
連
等
）

が
行
わ
れ
、
全
教
北
九
州
か
ら
も
３

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

物
価
高
騰
を
補
い
、
生
活
改
善
で

き
る
賃
金
の
大
幅
引
き
上
げ
で
、
誰

も
が
人
間
ら
し
く
暮
ら
せ
る
生
活
、

男
女
の
賃
金
格
差
の
是
正
、
ケ
ア
労

働
者
の
大
幅
賃
金
引
上
げ
、
非
正
規

職
員
を
含
む
す
べ
て
の
公
務
員
賃
金

の
大
幅
引
上
げ
、
地
域
間
格
差
是
正

な
ど
を
求
め
ま
し
た
。

全
教
は
、
公
務
労
組
連
絡
会
主
催

の｢

人
事
院
前
要
求
行
動｣

、
日
比
谷

野
外
音
楽
堂
で
の｢

中
央
総
決
起
集

会｣

、
国
会
請
願
デ
モ
、
全
労
連
公

務
部
会
主
催
の｢

政
府
・
内
閣
人
事

局
前
行
動｣

、
全
教
・
教
組
共
闘
連

絡
会
主
催
の｢

長
時
間
労
働
解
消
に

つ
な
が
る
給
特
法
改
正
と
教
職
員
の

大
幅
増
員
を
求
め
る
文
科
省
前
要
求

行
動｣

と
終
日
屋
外
に
て
行
動
し
ま

し
た
。

中
教
審
特
別
部
会
傍
聴
（
３
／
13
）

３
月
13
日
（
水
）
、
オ
ン
ラ
イ
ン

で｢

中
央
教
育
審
議
会
初
等
中
等
教

育
分
科
会
質
の
高
い
教
師
の
確
保

特
別
部
会
（
第
10
回
）｣

を
傍
聴
し

ま
し
た
。
教
師
の
処
遇
改
善
に
あ
り

方
に
つ
い
て
委
員
の
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
頷
け
る
意
見
も
あ
り

ま
し
た
が
、｢

担
任
手
当｣｢

チ
ー
ム

担
任
制｣

等
の
意
見
を
聞
い
て
い
て
、

現
場
の
実
態
と
の
違
和
感
を
感
じ
ま

し
た
。
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支
援
は
必
要
と
要
求
に
基
づ
い
て
こ
そ

退
職
教
員
の
能
登
地
震
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
報
告

能
登
半
島
地
震
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
２
月
中
旬
か
ら
被
災
地

で
活
動
し
た
退
職
教
員
の
方
の
レ
ポ
ー
ト
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

３
月
16
日
（
土
）
２
０
２
３
年
度

憲
法
闘
争
集
会
（
全
教
・
教
組
共
闘

主
催
）
が
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
北
九
州
市
か
ら
10
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

ま
ず
、
猿
田
佐
世
さ
ん
（
弁
護
士
・

Ｎ
Ｄ
新
外
交
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
代
表
・

立
教
大
学
講
師
）
の｢

戦
争
を
回
避

す
る
の
は
平
和
外
交
ー
そ
の
た
め
に

私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
ー｣

を
テ
ー

マ
に
し
た
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

自
民
公
明
両
党
は
、
日
英
伊
で
共

同
開
発
す
る
次
期
戦
闘
機
を
条
件
付

き
で
第
三
国
へ
の
輸
出
を
容
認
す
る

こ
と
で
合
意
し
ま
し
た
。

共
同
開
発
し
た
兵
器
類
の
日
本
か

ら
第
三
国
へ
の
直
接
輸
出
に
は
、
こ

れ
ま
で
歯
止
め
が
か
け
ら
れ
て
き
ま

し
た
。
他
国
の
紛
争
を
助
長
す
る
こ

と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
理

由
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
今
、
そ
の

道
が
開
か
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

国
会
で
も
論
議
さ
れ
て
い
る
状
況
で

す
。猿

田
さ
ん
は
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国

の
よ
う
に｢

し
な
い｣

「
仲
間
に
入
ら

な
い｣

と
は
っ
き
り
意
思
表
示
す
る

こ
と
が
真
の
平
和
外
交
に
つ
な
が
る

と
話
さ
れ
ま
し
た
。
遺
憾･

懸
念･

検

討･

注
視
で
は
平
和
は
つ
く
る
こ
と

が
で
き
な
い
と
感
じ
ま
し
た
。
そ
の

後
、
各
地
の
と
り
く
み
や
「
運
動
交

流
が
あ
り
集
会
は
終
わ
り
ま
し
た
。

真
の
平
和
外
交
は
、
は
っ
き
り
と
し
た
意
思
表
示
か
ら

３
／
16

２
０
２
３
年
度
憲
法
闘
争
集
会
レ
ポ
ー
ト

３
／
７

２
４
春
闘
勝
利
！
３
・
７
中
央
行
動

教
職
員
の
大
幅
増
員
と
給
特
法
改
正
で
長
時
間
労
働
解
消
を

３
／
13

中
教
審
特
別
部
会
オ
ン
ラ
イ
ン
傍
聴

２
３
年
度
も
教
員
不
足
で
負
担
が
増
し
た
職
場
が
多
か
っ
た
で
す
。

し
か
し
、
文
科
省
や
市
教
委
が
出
す
教
員
不
足
の
解
決
策
は
現
場

の
希
望
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
給
特
法
も
含

め
て
、
自
分
た
ち
の
処
遇
に
つ
い
て
考
え
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。
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